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※ 次回の「弘法さん」縁日は令和４年５月２１日 (土 ) です。

   

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
待
ち
遠
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
寒
暖
の
差
が
激

し
い
日
も
あ
り
ま
す
。
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街
道
を
行
く
ー
社

寺
・
城
郭
・
尾
張
藩
幕
末
史
—
」
を
お
送

し
て
い
る
今
年
の
か
わ
ら
版
。
今
月
は
尾

張
多
々
見
と
尾
張
大
隅
で
す
。

★
尾
張
多
々
見
と
尾
張
大
隅

   

三
～
四
世
紀
頃
の
尾
張
氏
の
支
配
領
域

は
、
尾
張
北
東
部
か
ら
東
部
の
丘
陵
地
域

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
五
～
六
世
紀
頃
に

な
る
と
、
西
部
、
南
部
を
含
め
た
尾
張
全

域
に
勢
力
を
拡
大
し
ま
す
。

   

飛
鳥
時
代
の
七
世
紀
初
め
頃
、
尾
張
多
々

見
（
美
）
が
年
魚
市
（
あ
ゆ
ち
）
の
評
監

に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。
評
と
は
行
政
組
織

の
呼
称
で
す
。

評
が
設
置
さ
れ
、
評
監
が
い
た
と
い
う
こ

と
は
、
年
魚
市
と
呼
ば
れ
る
地
域
が
朝
廷

に
よ
る
管
理
と
徴
税
が
行
わ
れ
た
豊
か
な

場
所
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
で
す
。
尾
張
氏

は
年
魚
市
も
支
配
地
に
組
み
込
み
、
さ
ら

に
知
多
半
島
に
も
勢
力
を
伸
ば
し
ま
す
。

   

年
魚
市
は
「
吾
湯
市
」
「
愛
智
」
と
も

書
き
、
「
愛
知
」
の
も
と
と
な
っ
た
入
江

の
地
名
を
表
し
ま
す
。
尾
張
南
部
の
台
地

群
の
先
に
形
成
さ
れ
た
干
潟
地
帯
で
す
。

   

台
地
群
の
先
端
に
は
熱
田
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
よ
り
南
が
干
潟
で
あ
り
、
干
潟

の
中
に
は
松
巨
島
（
ま
つ
こ
し
ま
）
と
呼

ば
れ
る
島
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
笠
寺
台

地
で
あ
り
、
そ
の
周
辺
一
帯
が
年
魚
市
で

す
。

   
「
あ
ゆ
ち
」
の
「
あ
ゆ
」
は
「
湧
き
出

る
」
の
意
味
が
あ
り
、
湧
水
が
豊
富
な
こ

と
が
地
名
の
由
来
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
旅

支
度
を
す
る
場
所
と
い
う
意
味
の
「
足
結

（
あ
ゆ
）
道
（
ち
）
」
か
ら
派
生
し
た
と

す
る
説
も
あ
り
ま
す
。
「
あ
ゆ
」
と
い
う

音
が
先
で
、
や
が
て
「
吾
湯
」
「
年
魚
」

と
転
じ
、
当
て
字
と
し
て
「
鮎
」
と
書
か

れ
た
よ
う
で
す
。

   

尾
張
多
々
見
の
息
子
で
あ
る
尾
張
大
隅

は
、
六
七
二
年
の
壬
申
の
乱
の
際
、
大
海

人
皇
子
（
の
ち
の
天
武
天
皇
）
に
助
力
し

ま
し
た
。

   

続
日
本
紀
に
よ
れ
ば
、
大
海
人
皇
子
が

吉
野
宮
を
脱
し
て
鈴
鹿
関
の
東
、
つ
ま
り

お
そ
ら
く
は
尾
張
に
入
っ
た
際
、
尾
治
大

隅
が
館
と
軍
資
金
を
提
供
し
ま
し
た
。

   

そ
の
功
に
よ
り
、
六
八
四
年
、
尾
張
氏

に
宿
禰
（
す
く
ね
）
の
姓
（
か
ば
ね
）
が

与
え
ら
れ
、
六
九
六
年
に
は
尾
張
宿
禰
大

隅
に
直
広
肆
の
位
と
水
田
四
十
町
、
七
一

六
（
霊
亀
二
）
年
に
も
大
隅
の
子
尾
張
稲

置
も
父
の
功
に
よ
っ
て
田
を
授
か
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
氏
姓
（
う
じ
か
ば
ね
）
制
度

   

こ
こ
で
氏
姓
制
度
に
つ
い
て
整
理
し
て

お
き
ま
す
。
尾
張
氏
の
姓
は
当
初
は
連
（
む

ら
じ
）
で
し
た
が
、
上
述
の
よ
う
に
宿
禰

を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

   

氏
姓
制
度
は
大
和
王
権
の
身
分
や
職
位

を
表
し
ま
す
。
氏
も
姓
も
現
代
で
は
名
字

の
意
味
で
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
和

王
権
の
氏
姓
は
異
な
り
ま
す
。

   

古
代
に
お
い
て
、
中
央
貴
族
、
地
方
豪

族
が
、
血
統
や
大
和
王
権
に
対
す
る
貢
献

度
に
応
じ
て
朝
廷
よ
り
氏
と
姓
を
授
与
さ

れ
、
そ
の
特
権
的
地
位
を
表
し
た
制
度
で

す
。
氏
は
血
族
の
名
称
で
あ
る
一
方
、
姓

は
大
王
か
ら
与
え
ら
れ
た
称
号
で
す
。
氏

姓
は
世
襲
し
て
い
き
ま
す
。

   

氏
は
巨
勢
、
蘇
我
、
葛
城
な
ど
地
名
に

由
来
す
る
も
の
と
、
物
部
、
大
友
、
土
師

な
ど
職
能
に
由
来
す
る
も
の
に
分
か
れ
ま

す
。
尾
張
は
畿
内
の
地
名
に
由
来
し
ま
す

が
、
尾
張
氏
が
東
海
に
移
り
住
ん
だ
こ
と

で
尾
張
の
地
名
に
な
り
ま
し
た
。

   

氏
を
持
つ
豪
族
は
田
荘
（
た
そ
う
）
つ

ま
り
土
地
を
所
有
し
、
耕
作
民
で
あ
る
部

曲
（
か
き
べ
）
や
奴
婢
（
や
つ
こ
）
を
有

し
て
い
ま
し
た
。

   

姓
は
、
大
王
家
に
近
い
立
場
に
あ
る
臣

（
お
み
）
、
大
王
家
に
仕
え
る
立
場
に
あ

る
連
（
む
ら
じ
）
、
そ
の
下
で
各
部
司
を

管
轄
す
る
伴
造
（
と
も
の
み
や
つ
こ
）
、

さ
ら
に
そ
の
下
に
な
る
百
八
十
部
（
も
も

あ
ま
り
や
そ
の
と
も
）
、
地
方
豪
族
を
指

す
国
造
（
く
に
の
み
や
つ
こ
）
、
よ
り
狭

い
地
理
的
範
囲
で
の
族
長
で
あ
る
県
主
（
あ

が
た
ぬ
し
）
な
ど
、
重
層
的
か
つ
多
岐
多

様
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
時
代
と
と
も

に
変
遷
し
ま
し
た
。

★
八
色
（
や
く
さ
）
の
姓

   

古
代
氏
姓
制
度
は
、
六
八
四
年
に
八
色

の
姓
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
体
系
化
さ
れ

ま
す
。
そ
の
目
的
は
上
位
の
四
姓
、
つ
ま

り
真
人
、
朝
臣
、
宿
禰
、
忌
寸
の
一
族
を

定
め
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
に
尾
張
氏

に
宿
禰
が
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

   

大
王
家
に
近
い
一
族
に
、
最
高
位
の
姓

で
あ
る
真
人
（
ま
ひ
と
）
を
与
え
ま
し
た
。

二
十
六
代
継
体
天
皇
か
ら
数
え
て
五
世
以

内
の
皇
親
氏
族
が
対
象
で
す
。

   

そ
の
次
は
朝
臣
（
あ
そ
ん
）
で
あ
り
、
大

伴
、
物
部
、
石
上
、
中
臣
な
ど
の
畿
内
大

豪
族
に
授
け
ら
れ
ま
し
た
。
第
三
位
が
宿

禰
（
す
く
ね
）
、
第
四
位
が
忌
寸
（
い
み

き
）
で
す
。
以
下
、
道
師
（
み
ち
の
し
）
、

臣
、
連
、
稲
置
の
八
種
類
の
姓
で
す
。

   

連
姓
だ
っ
た
尾
張
大
隅
に
宿
禰
が
授
け

ら
れ
た
こ
と
で
、
尾
張
氏
の
大
和
王
権
に

お
け
る
立
場
は
よ
り
強
く
な
り
ま
し
た
。

   

九
世
紀
の
摂
関
政
治
時
代
に
入
る
と
、
藤

原
朝
臣
が
勢
力
を
増
し
ま
し
た
。
ま
た
、
諸

皇
子
に
氏
姓
を
授
け
る
臣
籍
降
下
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
桓
武
天
皇
か
ら
平
朝
臣
、
清

和
天
皇
か
ら
源
朝
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。

   

多
く
の
氏
族
が
朝
臣
姓
を
欲
し
た
た
め
、

朝
臣
姓
を
名
乗
る
豪
族
や
武
士
が
増
え
ま

し
た
。

   

尾
張
氏
も
藤
原
氏
か
ら
養
子
を
迎
え
た

り
、
藤
原
氏
の
娘
を
娶
っ
て
、
藤
原
朝
臣

を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

   

つ
ま
り
、
天
孫
族
の
尾
張
氏
は
連
、
宿

禰
と
変
遷
し
、
さ
ら
に
藤
原
朝
臣
を
名
乗

っ
て
い
ま
し
た
。

★
尾
張
国
府

   

こ
の
よ
う
に
大
王
家
を
頂
点
と
す
る
朝

廷
と
地
方
の
関
係
が
氏
姓
制
度
を
も
と
に

確
立
し
て
く
る
と
、
各
地
方
に
国
府
が
置

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
尾
張
国
府
は

今
の
稲
沢
に
置
か
れ
ま
し
た
。

   

来
月
は
尾
張
国
府
に
つ
い
て
で
す
。
乞

ご
期
待
。


